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線回折法による結晶子サイズの測定（ 法）

・フォントは ゴシックで統一（文字サイズは 以上が基本）
・文章表現は、ですます調で統一する。
・基本 ～ 頁以内。
・写真は図の下にタイトル記載（○○装置外観写真、図 ○○装置外観）
・グラフは図の下にタイトル記載（図 ○○測定曲線）
・表は、上にタイトル記載（表 ○○定量結果）
・表は、文字修正できる形で載せる。（図での貼り付け×）
・技研や製鉄所設備の写真掲載時は、許可をもらう。
・メーカーカタログ写真、メーカー を転用する場合は許可をもらう。

基本自分で撮影したもの、自作の図を使う。

・測定事例の測定結果から、何が言えるかまで記載する。
・虚偽は×
・お客様のデータは使わない。（許可が得られている場合は○）
・ノウハウに関わることは書かない。

・許可をもらう場合、極力書面、メールでの許可をもらう（証拠を残す）

．概要

物質に 線を照射すると、物質を構成する結晶により回折現象がおこります。

回折図形は結晶構造ごとに異なるため、それを利用し分析を行うのが 線回折

（ ）法です。

結晶子とは、単結晶とみなせる最大の集まりをいい、一個の粒は複数の結晶子に

よって構成されています。（図 ）結晶子サイズが小さくなるということは、結晶子の数

が増え、結晶子一つ当たりの回折格子の数は少なくなり、回折線は広がります。

Ｘ線回折法ではピークの幅を評価して結晶子サイズを算出することができます。

（結晶子サイズ測定可能範囲 ： 数 ～ 程度）

．分析装置

結晶子サイズの算出

： 結晶子サイズ（結晶子径）

： 定数

λ  ： 使用 線の波長

β ： 結晶子の回折 線の広がり＜半値幅＞

被検：被検試料の回折 線の広がり

標準：標準試料の回折 線の広がり

θ ： ブラッグ角（回折角 2θ の半分）

の式

＝ ×λ （β×cosθ）

β＝ （ 被検 － 標準 ）

線回折装置 ： （ 製）

管球 ： 、

対象サンプル ： 粉末試料、板状試料

標準試料 ： 被検試料と同一組成のものが好ましい

結晶子の大きさが十分に大きく、格子歪みが無視できる試料

図２ 線回折装置外観

結晶子

粒径

図１ 粒と結晶子

線回折法による結晶子サイズの算出は、被検試料と標準試料を測定し、そのピーク幅の差から

の式を用いて算出します。

関連 規格

• Ｘ線回折法による金属触媒の結晶子径測定方法

• 炭素材料の格子定数及び結晶子の大きさ測定方法
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